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山内自治振興センター 

庄原市山内町 813－4 

℡・FAX（0824）74－0451 

✉yamanouchi.jichi@gmail.com 

１１月２３日（祝日）狼煙リレーが開催されました！ 
１１月２３日（祝日），恒例ののろしリレーが７つの自治振

興区を結んで行われました。 

 今年は新型コロナウイルスの関係で飲食を伴う甲山城祭

りは中止し，甲山城跡でのろしリレーだけが行われました。 

 当日午前 9 時に自治会長会・郷土史研究会のメンバー

が円通寺境内に集合し，甲山城跡に登り，ヒノキの枝での

ろしの材料を作り，準備を行いました。 

 甲山城跡では東自治振興区からののろしリレーを受け，

11時 51分にのろしを上げました。 

 当日は快晴ではなかったものの，高・庄原・峰田・敷信，

東自治振興区ののろしがよく見え，これまで行ってきたの

ろしリレーの中でも一番多く確認されました。 

 

投稿写真「甲山城のろし」投稿ありがとうございます！！ 

↑本郷町 近藤良人さん撮影 ↑山内町にお住いの方が撮影 

←のろしの準備をしてくださった方々と，のろしの

消火をしてくださった消防団の方々です。 

ご協力くださりありがとうございました！ 

敷信自治振興区   峰田自治振興区 

その① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月環境パトロール隊 １２月環境パトロール隊 
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「これからの地域とつながりを考える」 

「厚生労働白書」をご存知でしょうか。厚生労働省が作成する報告書の１つですが，医療や福祉に関係す

る内容を中心に，現状や課題を整理した報告書です。今年の白書にこのような記述がありました。 

 
これからの社会の変化 

〇世帯の変化がさらに進み，2040年には単独世帯が約４割に。 

〇平成の 30年間で，三世代世帯は約４割から約１割へと４分の１に減少。 

〇「日頃のちょっとした手助け」が得られず，生活の支えが必要と思われる高齢者

の世帯は，過去 25年間で 3.6 倍となり，今後 25 年間で 1.4 倍に増加の見込み。 

「こまった！」を支えるのはホームヘルパーや看護師。 

町ではすでに一人用のレストランやカラオケなど

もできていると聞きます。新しい変化です。 

私たちの地域の実態は少し違うと思いますが，単

身化は確実にすすみます。 

一人世帯は，家庭内での支えあいが難しい世帯の

かたちであると同時に，仕事の関係等で，人とつなが

ることが難しい世帯とも言われます。 

当然，人とつながることが難しい世帯では「困っ

た！」「助けて！」も言いにくいと思われます。 

これからの地域のつながりはどのようにあるべき

か・・答えはすぐに見つかりませんが，ヘルパーや看

護師の確保は地域で暮らすために不可欠となりそう

です。また，地域の活動や行事も，１人暮らしの人が

参加しやすい内容や時間帯で行うようになるのかも

しれません。 

「地域のつながり」は地域の財産です。地域でみんなの協力で守ることができればと感じます。 

庄原市老人介護支援センター相扶園  荒木 和美 

 

 投稿写真を募集しています！！ 
やまのうち通信では，地域のみなさんからの投稿写真を募集しています。投稿希望の方は

写真データを山内自治振興区事務局までお持ちいただくか，自治振興区メールアドレス

(yamanouchi.jichi@gmail.com)へお送りください。よろしくお願いいたします。 

mailto:yamanouchi.jichi@gmail.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東・山内地区では 11 月 24 日から 1 ヶ月間，｢予約型バス｣の運

行実験が行なわれました。これを報じた 11 月 26 日付けの「中国

新聞県北版」によると，この実証実験は「人工知能（AI）や ITを

活用し，過疎地域での効率的な公共交通サ－ビスの実用化を目指

すもの」とあります。運行実験は 9人乗りの小型バス 1台で，1日

6 往復市街地と結び，地域の乗降場所もより生活域に近いところ

にも設定してありました。 

 実験にモニタ－として参加した山内地区住民 27 名は，11 月 16

日に予約アプリをスマホに取り込むための説明を受けた後，24日

からそれぞれの都合で利用を開始しました。私もこの間 4 回利用

してみましたが，複数の乗降場所を経由しても，AI システムが時

間と距離の面で最適なル－トを設定しているのでストレス無く市

街地の目的地に移動出来ました。 

「予約型バスの運行実験が行われました！」 

今回の実験はスマホによる予約の完全自動化という点で，より先進的な取り組みと云えますが，利用者は

スマホの扱いに慣れることが必要です。今後は運行区域を更に拡げた場合のル－ト設定や料金設定，便数

など，実現に向けての課題検証がアンケ－トの集計などを通して行なわれます。 

当地区においても今年度より，これまでの地域生活バスに替えて市民タクシ－制度を取り入れるなど，

自家用車に頼れない住民にとって，より利便性の高い生活交通を検討してきました。また地域内の諸施設

（JA・郵便局・自治振興センタ－・サロン会場など）を利用する場合の住民主体で出来る移動サ－ビスの

必要も感じています。安心して暮らせる地域づくりを進める上で生活交通は避けて通れない課題であり，

今回の実証実験の行方に注目をして行きたいと思います。 

 

 

地域マネージャー 三上智道 

山内自治振興センタートイレの改修が，１０～

１１月に行われ，１階・２階トイレがこれまで男女

共用でしたが，男女別々のトイレに改修されまし

た。 

 これまで男女共用であったことから，女性が利

用する際に，男性が同時に入ってきたりと，心理

的に利用しづらい面がありました。 

 これからはそうした不便から解放されましたの

で気持ちよくご利用ください。 

 

山内自治振興センタートイレの改修が終わりました！ 

↑

改
修
し
た
２
階
ト
イ
レ 

 

↑

１
階
に
新
設
し
た
女
性
用
ト
イ
レ 

 

男性料理教室  

・八幡巻き 

・ごぼうの胡麻和え 

・手綱こんにゃく 

・紅白なます 

・かぼちゃきんとん 

 

１２月３日（木）  

５名参加 
山内自治振興センター
施設をご利用の際は，
ストーブ・エアコン等の
切り忘れや火の取り扱
いに十分注意してくだ
さい。 
よろしくお願いいたしま
す。    事務局 

１月の予定 
１２日 ふれあい給食 

２０日 自治会長会 

２６日 ふれあい給食 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒例の年末大掃除のご協力ありがとうございました！！ 
12 月 2 日（水），恒例の山内自治

振興センターの大掃除が行われ，山

内小学校 6年生，生涯学習の各教室

の皆様はじめ民生委員，老人会，女

性会，ふれあい給食会，自治会長会，

放課後子ども教室指導者会などに

ご協力いただき，一階二階のすべて

の部屋の掃除，玄関の掃除，蛍光灯，

エアコン，窓ふきなどをしていただ

きました。 

  

 

 今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため，ボランティアの人数を制限し，午前と午

後の２回に，人数を分けて作業を行っていた

だきました。 

 おかげで良い新年が迎えることができそう

です。ありがとうございました。 

 

↑午後の部に参加してくださった方々 

午前の部に参加してくださった方々→ 

大下自治会  「防火水槽に堆積した土砂を取り除きました！！」 投稿写真の
紹介です 

長い間に雨水とともに流入した

土砂により防火水槽の貯水量が低

下したため，地元消防団員と自治

会役員で，水槽内に堆積した土砂

を取り除きました。 

小車目ふれあいサロンは後水越老人会（後水越自治会）を

母体に梶田忠敬会長のもと平成 18 年に発足し，毎月１回活

動をしています。今年はコロナウイルスの関係で月１回の活 

  

 

小車目ふれあいサロン（趣味の会） 「しめ縄を大山神社に奉納しました！！」 

動はできていません

が，11 月 23日の大山

祭りには会員の三上

名越子さんの指導を

うけ，通算 15 回目の

しめ縄作りをし，大山

神社に奉納しました。 
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山内自治振興センター 

庄原市山内町 813－4 

℡・FAX（0824）74－0451 

✉yamanouchi.jichi@gmail.com 

山内小学校３・４年生「古民家活用プロジェクト」だより 

【学習活動の概要】 
て，自治振興区の定住促進（空き家活用）事業とコラボした活動を行っています。子どもたちは，「山内に人を

増やしたい！」という思いで空き家となっている古民家の清掃活動やＰＲに向けた協議を行ってきました。 

 現在，２軒の空き家を清掃しました。感染症対策を行いつつ，地域の方からご指導を受けて，新しく住まれ

る方が気持ちよく暮らすことができるように小さなできることから頑張っています。体験を受け，学級では，

「自分たちにできるＰＲは何だろうか」と考え，協議しました。「ポスターで山内の良さと合わせて伝える」，

「動画で実際に暮らしたらどんな感じか紹介する」，「歴史などを山内が好きになれる情報とセットで古民家を

紹介するリーフレットを配る」，「古民家と現代風な家を比べた文章を書いて紹介する」等，たくさんの意見が

出ました。 

今後，地域の様々な場で庄原の方々，広島県内外の方々へ発信していきたいと思います。子供たちが主体的

に考え，行動してできた山内の古民家紹介リーフレット・ポスター等をぜひ見ていただけたらと思います。 

 

定住促進プロジェクト（空き家活用）だより 
１２月５日（土）， 移住家族の皆さんと地域の皆さん総勢

６５名，自然体験活動「第 3 回ねきの野山がおもしろい（休

耕地で草灰作って火鉢で GO！！」を開催しました。 

場所は鳥獣害対策も兼ね，１０月からオープンされたカ

フェ Win Win(元多恋人さん)の横の広大な遊休地を，所有

者の方から事前に了承を得てお借りしました。 

背丈ほどの草むらからカマキリの卵を助けだし，燃やし

て火鉢用に草木灰を作ったり，その場に繁茂していたクズ

ツルでクリスマスリースをこしらえたり，のんびり過ごしま

した。 

ゆっくりした時間から生まれた遊びはツルの綱引き，大縄と

び，体重制限ありの(笑)秘密基地作りなどなど。ゆっくり過ごす，

やりたいことをいっぱい試させてあげる，任せて待つ，保護者の

方々の様子に感動しました。 

 地域マネージャー 藤田典久・寺西玉実 

山内小学校の３・４年生は，総合的な学習の時間に「古民家活用プロジェクト」とし 

 

その② 

空き家の PR方法を検討する様子 

皆さんもまた，ご参加くださいね，ねきの野山でお待ちしています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【古民家と現代風な家を比べてみました！！】 

現在風の家と古民家の最も大きな違いは部屋

の使い方だといってよいでしょう。  

現代風の家は，目的に合わせた部屋にします。

寝室，勉強する部屋，ご飯を食べる部屋などたくさ

んの目的ごとに部屋があります。一方，古民家は

一つの部屋でたくさんのことをすることができま

す。部屋が一つしかない時，ご飯を食べるときには

テーブルを出し，寝るときにはしまって寝ることも

できます。 

これはそれぞれの家の良さでもあります。例え

ば，ご飯を食べて，泊まるときのことを考えてみま

しょう。古民家は一つの部屋で全てのことができ

ます。一方，現代風の家は少なくとも三つの部屋

が必要になりますが，初めて来た人でもその部屋

が何をする部屋かすぐに分かります。 

このように見ると，どちらにも良さがあります。

古民家も現代風の家もたくさんの良さがあること

が分かります。 庄原市立山内小学校 4年生児童 

 

私たちは，庄原市立山内小学校の四年生です。私たちは山内に人が増えたらいいなと思い，使われていな

い古民家をきれいにして，人を招く取組みをしています。その学習で，『現代風な家と古民家のそれぞれの

違いや良さ』を比べて次のような説明文を書きました。 

現代風の家と古民家の大きな違いは部屋に置

く家具だと私は思います。 

現代風の家は，ソファーやテレビなど大きな家

具を置き，古民家はあまりものを置きません。ここ

が違いだと思います。 

この違いにはそれぞれ良さがあります。古民家

は，机や布団を用意したり，ふすまをしめたりして

いろいろな目的に使えます。また，和風で畳のい

い香りがするので落ち着きます。現代風の家は，洋

風でカーペットやソファーを置いていておしゃれ

です。 

私は古民家が好きです。なぜかというと，畳が

大好きで落ち着くし，優しい感じがするからです。

見た目のおしゃれさよりも心がリラックスする方が

大事だと思います。  

庄原市立山内小学校 4年生児童 

 

 

こんな違いや良さがありますが，僕たちは，古民家をオススメします。ぜひ，山内の古民家に住んでもらって，

一緒に楽しい山内をつくっていきましょう。 

 

庄原市立山内小学校３・４年生担任 森脇勇太 

空き家を清掃する様子 
 
 


